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LABScreenの解析

2



カタログファイルのインポート

3

インターネットにつながっているPCのみ
Auto Update機能が使用できる

（One Lambda社のwebに自動的につな
がりインポートされる）

インポートするカタログファイルにチェッ
クを入れて「import」をクリック



カタログファイルを非表示にする-1

4

①製品を選択してListをクリック

②非表示に変更するカタログファイルに
チェックを入れる

③Archiveをクリック



カタログファイルを非表示にする-2

5

ArchiveされたカタログファイルのStatusの欄に「A」が
表示されます

「A」が表示されているカタログファイルはデータをイ
ンポートする際のリストに表示されません

NC血清のロットが変更になった場合は、旧ロットのカ
タログファイルをArchiveすることをおすすめします

非表示にしたカタログファイルを再表示するには、
Select欄にチェックを入れ、Unarchiveをクリックすると
再び使用できるようになります



データのインポート
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メーカーQC

測定データ



Summary画面

7

確認項目
– Min Bead Cnt : 50以上

– NC : 1500以下

– PC : 500以上

– PC/NCRatio : 2以上



検体のNCビーズが低いのでNC血清の
数値と書き換えますか？

→「いいえ」を選択

検体のNC値がNC血清の値より低い時
に表示されます
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インポート時のメッセージ

検体のNCビーズの値が高いので、
検体ビーズの中の一番低い値と置
き換えますか？
それに伴って、NC血清のNCビーズ
も変更しますか？
→「いいえ」を選択

検体のNCビーズ値が1500を超えて
いる場合は再検査をしてください



解析条件の設定
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NC値やPC値などの再検査基準を
変更することができます



カットオフ値の設定 -Single Antigen

10

①

②

①



カットオフ値の設定 -Mixed
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①
②

カタログファイルごとに設定が必要ですので
注意してください



ローカスごとのカットオフ値の設定-1

12

①

②

③



ローカスごとのカットオフ値の設定-2

13

ローカスごとに設定したカットオフ値が
解析画面に反映



4桁表示への変更
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常に４桁表示となるよう設定

製品を選択してください。
Single Antigen or PRA

手動でその都度変更も可能



ローカス順に並べ替える-1

上：デフォルトの表示

下：ローカス順の表示

15

「Sort Ag」をクリックしローカス順に
並べ替え

「Refresh」をクリックするとデフォルトの
表示に戻る



ローカス順に並べ替える-2

16

上：デフォルトの表示

下：ローカス順の表示
「Sort Locus」をクリックしローカス順に
並べ替え

「Refresh」をクリックするとデフォルトの
表示に戻る



Single Antigen クラス2 解析のポイント

• DP及びDQのビーズには2種類のHLA抗原が
貼りついている

• 判定する場合は、該当ビーズの反応がα鎖と
β鎖のどちらによる反応であるかを判断するこ
とが必要
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データシートの例 Class 2の構造



Single Antigen クラス2の解析例-1

18

同じアレルが結合している全てのビーズが
陽性であれば当該アレルは陽性と判定

例）DQA1*01:01(50,54番ビーズ)
DQB1*06:02(53,54番ビーズ)

＊注意事項＊
本資料においては、簡易的にx6以上(赤と
オレンジのグラフ)を陽性と仮定し説明して
おります

実際のカットオフ値は各施設様でご検討を
お願い致します



Single Antigen クラス2の解析例-2
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同じアレルが結合しているビーズが陽性と陰性が混
在する場合

DQA1*02:01を例に説明します

DQA1*02:01が結合しているビーズが7個ありますが、
陰性のビーズがあるのでDQA1*02:01は陰性です

46と48番ビーズはなぜ陽性なのか？

→ビーズ構成を確認します

DQB1*04:01は47番ビーズにも結合

→47番は陽性= DQB1*04:01は陽性

DQB1*04:02は49番ビーズにも結合

→49番は陽性= DQB1*04:02は陽性

上記より46と48番ビーズはDQB1抗体による陽性反
応であるため、DQA1*02:01は陰性と判定ができます

ビーズ番号 DQA1 DQB1

46 02:01 04:01

48 02:01 04:02



Single Antigen クラス2の解析例-3
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DQA/DPAの欄にチェックを入れた場合は、DQAの
反応も考慮してソフトが自動判定を行います

ソフトが陽性と判定したアレルは紫色で表示され
ます

DQA/DPAの欄にチェックを入れていない場合は
DQB/DPB のみが存在すると仮定してソフトが判定
しますので、 DQA/DPAに陽性判定はされません

＊注意事項＊

ソフトの自動判定の結果をそのまま採用
せず、前ページで説明した手順に沿って
ご自身で判定をお願い致します



同一患者の別のデータを並べて見る

21

Sample IDまたはPatient IDが同一の
他のセッションの結果が表示

ダブルクリックすると2つの結果を
並べて表示可能



アレルの検索-1

２桁で入力し最後に「％」を入力して検索
→４桁での検索結果が表示される

「％」は半角で入力してください
22



アレルの検索-2

グラフ上で右クリック→Copy&Find Specificity
選択したビーズについている抗原を全て検索
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アレルの検索-3
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抗原名の上で右クリック→Copy&Find Specificity
選択した抗原を全て検索



アレルの検索-4
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Keep Copy&Find Specificityを使用すると
検索する抗原が追加される



CREG Map -1
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ｃ

Sero(2桁表示) DNA(4桁表示)



CREG Map -2
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黒字：Single Antigeに含まれる
赤字：ExPlexキットにのみ含まれる
青字：Supplementキットにのみ含まれる



CREG Map -3
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CREG Map上でグループを選択すると、選択したグループが青枠で表示
され、製品に含まれるアレルはオレンジ色にハイライト
解析結果上では青枠で囲まれる
Clearをクリックするとハイライトは消える



解析結果の確定 - Final Assignment

29

陽性と判定したアレルをFinal Assignment欄に入力
• Epitope Analysis Resultsよりダブルクリック
• グラフ内のアレルをダブルクリック（ピンクでハイライトされる）
削除する際は「×」をクリック
「Save」をクリックして保存



Epitopeの表示

30

青字：試薬に含まれるアレル
緑字：試薬に含まれないアレル

ピンクセル：Final Assignmentしたアレル
オレンジセル：Final Assignmentしたアレルと２桁レベルで同じアレル

4桁のアレルとしては試薬に含まれない
黄色セル：ドナーアレル(DSA)
赤色セル：患者アレル(自己抗体)



解析結果の確定 –EpitopeのAssignment

31

陽性と判定したエピトープの記録も可能
Epitope名をダブルクリックする



Navigator表示の変更

32

1.Dataをクリック
2.Session Date欄で表示する日にちを選択
3.Findをクリック
4.2で選択した期間のデータがNavigatorに表示



データの削除

33

1.Dataをクリック
2.削除するデータを選択
3.Deleteをクリック



レポートの作成

34



作成方法
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レポートに出力する項目を選択



表示例-1
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レポート名

施設情報

患者、ドナー情報

カタログID、LABScan情報



表示例-2
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DSA情報はドナー情報を入力したときのみ表示



表示例-3
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ソートする項目の変更可能

ビーズID順

nMFIの値順



表示例-4
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Sort Antigen Using HLA Orderのチェックを外した
場合はMFIの値順に並ぶ

Sort Antigen Using HLA Orderにチェックを入れた
場合はローカス順に並ぶ



設定例
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Mixedのレポート-1
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Mixedのレポート-2

42



印刷・保存
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右上のボタンより印刷や保存ができる
保存する場合は書式を選択しファイル名を入力



解析画面からレポートの表示
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解析画面からレポート表示することも可能



患者情報の登録

45



登録方法

• マニュアルで入力

– Home画面より登録

– 解析画面より登録

• 解析している結果に関連づけされる

• 同じサンプルIDのデータにまとめて関連づけされる

• csvファイルを使用してまとめてインポート

46



マニュアルでの入力方法

47

Home画面より入力

解析画面より入力

表示されているデータに患者情報が登
録される
Sample IDが同じ他のデータにも登録さ
れるため注意

Sample ID



患者情報の入力

48

赤枠は必須項目
IDは一度登録すると変更が
できないため注意

必須項目を入力するとタブが表示されるため、
タイピング情報を入力してSave
「＊」は不要



ドナー情報の入力

49

赤枠は必須項目
IDは一度登録すると変更が
できないため注意

必須項目を入力するとタブが表示されるため、
タイピング情報を入力してSave
「＊」は不要



ドナー情報との関連づけ

50

患者情報を表示し「Associate Donor IDs」をクリック
事前に登録したドナーIDを選択し、右側に移動して
OKをクリック
複数ドナーの登録可能

必ず☑を入れる



csvファイルの作成

日本語不可です。半角英数字を使用してください。
AI列にDonor IDを入力することでPatient情報とDonor情報の紐づけが
できます。 51

HLA Fusionにインポート
した画面

csvファイルを読み込むことでPatient情報を
インポートすることができる
＊ひな型をご希望の方はご連絡ください＊



csvファイルのインポート-1

52

Patient Info→Import Patient Listの順にクリックし、
開いた画面の「…」をクリック



csvファイルのインポート-2
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インポートするファイルを選択し開くをクリック
Importをクリックして終了です



過去のデータとの関連づけ-1

54

測定結果上で①→②の順にクリック

登録されている患者情報リストが表示されるため該当患者を
選択してダブルクリックする
Sample IDが同じ他のデータにも登録されるため注意

① ②



過去のデータとの関連づけ-2

55

選択した患者情報が入力されていることを確認し、
Edit/Updateに☑を入れSaveをクリックして終了



自己抗体の表示
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自己抗体は赤でハイライト表示

（患者情報が登録されている場合のみ）



DSAの表示

DSAは黄色でハイライト表示

（ドナー情報が登録されている場合のみ）

57



DSA情報の確認

58

「M」ボタンを押すとDSA情報が確認できる
赤：陽性と判定したDSA
黄：陽性と判定していないDSA



モニタリング

59

または

抗体検査結果の推移がグラフで表示される
データをインポートする際に「Sample Date」の
入力が必須



アッセイの注意点



安定したデータを取得するために

• LABScanのメンテナンス

– Calibration/Verification
– プローブ洗浄、高さ調節

• 検体の前処理は常に同じ方法を

– 凍結融解＆遠心は必須

– Adsorb out、EDTA処理を推奨

• 洗浄操作の与える影響は大きい

– フリッキングの強さ

– ドライボルテックスの時間

61



メンテナンスが適切に行われていないと正確な
データが得られませんので、定期的にメンテナ
ンスを行ってください

62

LABScanのメンテナンス

メンテナンス 項目 内容

測定毎 • Performance Verification レーザーの確認

Weekly Maintenance • Calibration
• Performance Verification
• Weekly Maintenance
• プローブ洗浄

レーザーの補正
レーザーの確認
流路の洗浄
プローブの洗浄

Monthly Maintenance • Monthly Maintenance 流路の洗浄

Yearly Maintenance • Luminex Japanによるメン
テナンス

フィルター、チューブ類の
交換、レーザー調整など



• 背景

– 患者血清・血漿中には不純物が含まれる

• 操作方法

– 血清・血漿の凍結（-70℃以下、15分）

– 解凍後遠心（8,000～10,000G、10分間以上）

– 遠心後、中間層より検体を回収する

• 注意点

– 高速回転の遠心機を使用するとなお良い

– 不純物が多い検体は、遠心速度、時間を増やす

凍結融解＆遠心

63

中間層
を使用



Adsorb Out

• 背景
– ラテックスに対する非特異な抗体をもつ検体は、バッ
クグラウンドが高くなることがある

– ラテックス抗体を吸着するビーズ試薬

• 注意点
– バックグラウンドが高い検体の70-80％で有効である
と考えられている

– 複数回行うと抗体が減弱するので要注意（3回程度
が限度）

– 検体によっては処理をすることでNCビーズが上がる
場合もある

64



プロトコール

• Adsorb Outビーズをボルテックス

• 検体血清30μLにAdsorb Outビーズ3 μL加えボル
テックス

• 室温で30分間、振とうさせながらインキュベート

• 15,000rpmで5分間遠心

• 上清を新しいチューブに回収
– チューブ底のAdsorb Outビーズを吸わないように注
意

– 使用したビーズは再利用不可

– Adsorb Out ビーズが混入した場合は、再度遠心して
上清を回収

65



Adsorb Outを繰り返した時の蛍光値

66

Neat 1x ADS 2x ADS 3x ADS 4x ADS

Bead #1 4451 804 579 538 471

Bead #2 7516 5115 3508 3833 3935

PC/NC 
Ratio 1.7 6.4 6.1 7.1 8.4

Top 
Beads

19, 4, 18, 
75, 91, 23, 
69, 15

19, 4, 18, 
75, 91, 23, 
15, 81

19, 4, 75, 
91, 23, 15, 
81, 69

19, 4, 75, 
91, 18, 23, 
69, 17

19, 4, 75, 
18, 91, 23, 
69, 17

減弱した抗体
データ： One Lambda



Adsorb outでNCが下がらない場合

• 原因ははっきりとはわかっていませんが、
Adsorb outでは取り除けない非特異タンパク
質があるためと考えられております

• 対処方法としましては、Adsorb outを使用して

いない血清を用い、別の前処理方法で検査
をしていただくことをお勧めします

– FBS、希釈、凍結融解等をお試しください

67



EDTA処理

• 背景

– 補体成分がHLA抗体に結合することで、二次抗体

の結合が阻害され、偽陰性となることがある（こ
の現象をプロゾーン現象と呼びます）

– 補体活性に必要なCa2+をキレートすることで除去
します

68



プロゾーン現象

• 検体中に過剰なHLA抗体や補体が存在する

ことで、二次抗体の反応が阻害され、偽陰性
となる現象

• 測定結果からプロゾーン現象が起こっている
か否かは判断できません

• 前処理を行い測定結果に変化が見られれば
プロゾーン現象が起こっていたことがわかり
ます

69



試薬と血清の反応(通常)

70

HLA抗原
抗HLA抗体
非特異抗HLA抗体
補体(C1q)
補体(C4)
補体(C2)
補体(C3)
二次抗体

アイコンの説明

補体活性が低い場合は、二次抗体が
問題なくHLA抗体に結合するため、
MFIの値に影響を与えない



試薬と血清の反応(補体活性が高い)

71

補体がHLA抗体に結合す

るため、二次抗体が結合
できなくなる
→MFIの値が下がる（偽陰
性となる可能性がある）
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補体活性経路

C1の構造維持にはCa2+が必要
→EDTAはCa2+とキレートを生成

するため補体の活性化を阻害
する

C1複合体の構造



プロトコール

• 血清90μLに0.5M EDTA(メーカー不問)2μL添加
– EDTAの最終濃度を約10mMとなるように調整する
– 溶液状態のEDTAの利用を推奨

• 室温で30分間振とうしながら反応させる
• 20,000 gで10分間遠心、上清を使用

• 参考文献
– HLA Antibody Specification Using Single-Antigen 

Beads—A Technical Solution for the Prozone Effect
(Transplantation 2011;92: 510–515)
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洗浄操作

• フリッキング

– 遠心力をかけずに垂直に振り下ろす

– 動画公開中

• https://www.youtube.com/watch?v=eQrg6z00ERg

• ドライボルテックス

– 時間は常に一定にする

– 動画公開中

• https://www.youtube.com/watch?v=F3RQxamJTW4

74

https://www.youtube.com/watch?v=eQrg6z00ERg
https://www.youtube.com/watch?v=F3RQxamJTW4


ドライボルテックスの時間の影響

75

ドライボルテックスの時間を長くすることで蛍光値が
弱くなってしまった例
ドライボルテックスの時間は3-5秒を推奨
常に同じ時間で実施することも重要

20秒

1秒、5秒



プレート法とチューブ法の比較

76

チューブ法

プレート
法

プレート法とチューブ法を比較した際のデータ

チューブ法は、プレート法に比べデータのばらつきが
大きいためプレート法を推奨



WashBufferの温度の影響-1

陰性コントロール血清の蛍光値を比較すると
全てのビーズで室温の方が高い



WashBufferの温度の影響-2

蛍光値(Raw)、NBG Ratio、nMFI全てに
おいて室温の方が高い
Product InsertにはWBの使用温度の記
載はないが、メーカーのQC資料には
operation temperature は25℃と記載さ
れているため、必ずWash Bufferは室温
に戻してから使用する



ご質問はありますでしょうか??
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